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第
二
十
項
の
規
定
は
法
第
四
十
一
条
第
十
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋
で

政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
第
二
十
一
項
の
規
定
は
同
条
第
十
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
低
炭
素
建
築
物
に

該
当
す
る
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
第
二
十
二
項
の
規
定
は
同
号
に
規
定
す
る
特
定
建
築
物
に
該

当
す
る
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
第
二
十
三
項
の
規
定
は
同
条
第
十
九
項
第
三
号
に
規
定
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
著
し
く
資
す
る
住
宅
の
用
に
供
す
る
家
屋
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い

て
、
第
二
十
四
項
の
規
定
は
同
条
第
十
九
項
第
四
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
住
宅

の
用
に
供
す
る
家
屋
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
第
二
十
六
項
の
規
定
は
同
条
第
十
九
項
の
個
人
が

新
築
を
し
、
又
は
取
得
を
し
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
認
定
住
宅
等
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に

供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
項
中
「
第
四
十
一

条
第
十
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
第
十
九
項
第
一
号
」
と
、「
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

十
項
各
号
」
と
、「
）
で
」
と
あ
る
の
は
「
）
で
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
確
認
（
以
下
第
二
十
四
項
ま
で
に
お
い
て
「
建
築
確
認
」と
い
う
。）を
受
け
て
い
る
も
の
の
う
ち
」

と
、
第
二
十
一
項
及
び
第
二
十
二
項
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
第
十
九
項

第
二
号
」
と
、「
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
項
各
号
」
と
、「
）
で
」
と
あ
る
の
は
「
）
で
令
和
五
年
十

二
月
三
十
一
日
以
前
に
建
築
確
認
を
受
け
て
い
る
も
の
の
う
ち
」
と
、
第
二
十
三
項
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第

三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
第
十
九
項
第
三
号
」
と
、「
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
項
各
号
」

と
、「
）
で
」
と
あ
る
の
は
「
）
で
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
建
築
確
認
を
受
け
て
い
る
も
の
の
う
ち
」

と
、
第
二
十
四
項
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
第
十
九
項
第
四
号
」
と
、「
第

一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
項
各
号
」
と
、「
）
で
」
と
あ
る
の
は
「
）
で
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
以

前
に
建
築
確
認
を
受
け
て
い
る
も
の
の
う
ち
」
と
、
第
二
十
六
項
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
十
一
条
第
十
九
項
」
と
、「
認
定
住
宅
等
（
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
認
定
住
宅
等
（
」と
、「
認
定
住
宅
等
の
敷
地
」

と
あ
る
の
は
「
特
例
認
定
住
宅
等
の
敷
地
」
と
、「
認
定
住
宅
等
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
認
定
住
宅
等
及
び
」

と
、「
同
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
十
項
の
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
当
該
認
定
住
宅
等
」
と
あ
る
の
は
「
当

該
特
例
認
定
住
宅
等
」
と
、「
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
項
各
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
第
二
十
六
項
中
「
認
定
住
宅
の
新
築
等
」
を
「
認
定
住
宅
等
の
新
築
等
」に
、「
認
定
住
宅
借
入
金
等
」

を
「
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
二
十
五
項
中
「
第
二
十
七
項
」

を
「
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
七
項
と
し
、
同
条
第
二
十
四
項
中
「
認
定
住
宅
（
」
を
「
認
定

住
宅
等
（
」
に
、「
認
定
住
宅
借
入
金
等
に
」
を
「
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
に
」
に
、「
認
定
住
宅
の
敷
地
」
を
「
認
定

住
宅
等
の
敷
地
」
に
、「
認
定
住
宅
借
入
金
等
が
」
を
「
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
が
」
に
、「
認
定
住
宅
及
び
」
を
「
認

定
住
宅
等
及
び
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
当
該
認
定
住
宅
」
を
「
当
該
認
定
住
宅
等
」
に
、「
認
定
住
宅
借
入
金

等
」
を
「
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
認
定
住
宅
借
入
金
等
」
を
「
認
定
住
宅
等
借
入
金

等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
条
第
二
十
三
項
中
「
認
定
住
宅
借
入
金
等
」
を
「
認
定
住
宅
等

借
入
金
等
」
に
、「
認
定
住
宅
の
新
築
等
」
を
「
認
定
住
宅
等
の
新
築
取
得
等
」
に
、「
認
定
住
宅
の
敷
地
」
を
「
認
定

住
宅
等
の
敷
地
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
五
項
と
し
、
同
条
第
二
十
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。
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法
第
四
十
一
条
第
十
項
第
三
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
著
し
く
資
す
る
住
宅
の
用
に
供

す
る
家
屋
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
個
人
が
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
家
屋
（
そ

の
家
屋
の
床
面
積
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
部
分
が
専
ら
当
該
居
住
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
著
し
く
資
す
る
住
宅
の
用
に
供
す
る
家
屋
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ

れ
た
も
の
と
し
、
そ
の
者
が
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
を
二
以
上
有
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
家
屋
の
う

ち
、
そ
の
者
が
主
と
し
て
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
と
認
め
ら
れ
る
一
の
家
屋
に
限
る
も
の
と
す
る
。

24

法
第
四
十
一
条
第
十
項
第
四
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
住
宅
の
用
に
供
す
る
家

屋
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
個
人
が
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
家
屋
（
そ
の
家
屋

の
床
面
積
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
部
分
が
専
ら
当
該
居
住
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
住
宅
の
用
に
供
す
る
家
屋
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
と

し
、
そ
の
者
が
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
を
二
以
上
有
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
家
屋
の
う
ち
、
そ
の
者

が
主
と
し
て
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
と
認
め
ら
れ
る
一
の
家
屋
に
限
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
二
を
削
る
。

第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
第
二
十
六
条
第
九
項
第
六
号
」
を
「
前
条
第
十
項
第
五
号
」
に
、「
法
第
四
十
一
条

第
一
項
又
は
」
を
「
令
和
五
年
一
月
一
日
前
に
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
居
住
の
用
に
供
す

る
家
屋
に
つ
い
て
同
項
又
は
法
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
居
住
日
の
属
す
る
年
が
平
成
十
一
年
若
し
く
は
平
成

十
二
年
で
あ
る
場
合
、
居
住
日
が
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
平
成
十
三
年
前
期
内
の
日
で
あ
る
場
合
又
は
」を
削
り
、

「
若
し
く
は
平
成
二
十
年
」
を
「
又
は
平
成
二
十
年
」
に
、「
同
条
第
十
三
項
又
は
」
を
「
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令

和
四
年
若
し
く
は
令
和
五
年
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
居
住
に
係
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
の
取
得
等
が
同
項

に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
、
同
項
に
規
定
す
る
買
取
再
販
住
宅
の
取
得
、
認
定
住
宅
等
の
新
築
等
（
同
条

第
十
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
の
新
築
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
買
取
再
販
認
定
住

宅
等
の
取
得
（
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
買
取
再
販
認
定
住
宅
等
の
取
得
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
六
年
若
し
く
は
令
和
七
年
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
居

住
に
係
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
の
取
得
等
が
認
定
住
宅
等
の
新
築
等
若
し
く
は
買
取
再
販
認
定
住
宅
等
の

取
得
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
同
条
第
十
三
項
若
し
く
は
」
に
、「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
」
を
「
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
、「
当
該
各
号
に
掲
げ
る
」
を
「
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に

改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
三
年
以
前
の
各
年
で
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
居
住
の
用
に
供
し
た
年
月
日

ロ

そ
の
適
用
に
係
る
前
条
第
六
項
に
規
定
す
る
住
宅
の
取
得
等
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
対
価
の
額
若
し
く

は
費
用
の
額
又
は
同
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
の
新
築
取
得
等
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
対

価
の
額

ハ

そ
の
適
用
に
係
る
前
条
第
七
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し

た
家
屋
の
当
該
増
改
築
等
に
係
る
部
分
の
同
項
各
号
に
規
定
す
る
割
合
又
は
同
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る

認
定
住
宅
等
の
同
項
各
号
に
規
定
す
る
割
合

ニ

そ
の
適
用
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
（
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
の
取
得
等
を
い
う
。
次
号

に
お
い
て
同
じ
。）又
は
認
定
住
宅
等
の
新
築
等
が
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
取
得
に
該
当
す
る
も
の
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨

ホ

そ
の
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
つ
き
法
第
四
十
一
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け

た
場
合
に
は
、
そ
の
旨

ヘ

そ
の
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
つ
き
法
第
四
十
一
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受

け
た
場
合
又
は
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
同

条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
控
除
限
度
額

ト

そ
の
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
つ
き
法
第
四
十
一
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受

け
た
場
合
又
は
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
同

条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
控
除
限
度
額

チ

そ
の
適
用
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
が
連
帯
債
務
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
そ
の
負
担
部
分
の
割
合

リ

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

二

居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
四
年
以
後
の
各
年
で
あ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項
（
居
住
日
の
属
す
る
年
が

令
和
四
年
で
あ
る
場
合
に
は
、
ロ
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）

イ

前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
、
チ
及
び
リ
に
掲
げ
る
事
項

ロ

そ
の
年
の
十
二
月
三
十
一
日
（
そ
の
者
が
死
亡
し
た
日
の
属
す
る
年
に
あ
つ
て
は
、
同
日
）
に
お
け
る
住

宅
借
入
金
等
の
金
額
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